
「今後の肝炎行政のあり方」 
について 

厚生労働省健康局疾病対策課肝炎対策推進室 
室長 鈴木章記 



 

 

平成26年度予算は、 

187億円！でした 



①肝炎ウイルス検診（重症化予防推進事業） 

②受診勧奨（重症化予防推進事業） 
・陽性者（特定感染症検査等事業）へ初回精密検査の受診勧
奨 
・経過観察者、抗ウイルス治療非適応者への定期検査の受診 
 勧奨（把握できた管内の対象者全員） 

 ウイルス性肝炎患者等の重症化予防の推進  

肝炎ウイルス検査未受診者 

抗ウイルス療法適応者 

肝炎ウイルス検査の受検 

肝炎ウイルス陽性者 

定期検査の受診 
 
 
 
 

 

抗ウイルス療法 
による治療 

 

（肝炎治療特別促進
事業） 

肝炎等の重症化予防 

・治療適応の早期判断 

・肝がんの早期発見 

・生活指導による病態改善 

①肝炎ウイルス検診 （健康増進事業） 
②受診勧奨（健康増進事業） 
・陽性者（健康増進事業）へ初回精密検査の受診勧奨 
・経過観察者、抗ウイルス治療非適応者への定期検査の受診 
 勧奨（把握できた管内の対象者全員） 

市町村 

保健所設置市 

 

①肝炎ウイルス検診（重症化予防推進事業） 

②受診勧奨（重症化予防推進事業） 
・陽性者（特定感染症検査等事業）へ初回精密検査の受診勧奨 

③初回精密検査費用の助成（重症化予防推進事業） 
  対象：肝炎ウイルス検査陽性者 
④非課税世帯の者への年１回の定期検査費用の助成 
（重症化予防推進事業） 
  対象：慢性肝炎、肝硬変、肝がん患者 

都道府県 

医療機関における 
精密検査の受診 

経過観察者 
抗ウイルス療法非適応者 

連
携 

 
肝炎治療特別促進事業 

抗ウイルス療法による治療への助成 
住民税課税年額 235,000円以上 2万円／月 
住民税課税年額 235,000円未満 1万円／月 

都道府県 



 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

肝炎検査受検状況実態把握事業（平成２３年度実施） 

 
 
 
 
 

実際の検査受検状況等の把握は難しい状況にある。このため、現在の肝炎ウイルス検査の受検状

況を調査するとともに、検査の受検を促進する上での現在の課題について、明らかにする目的で実

施した。 

 
 
 
 
 

調査目的及び調査方法、回収率 

受検割合 うち自己申告 
受検者 

うち非認識 
受検者 

集計客体 

Ｂ型肝炎ウイルス検査 57.4％ 17.6％ 39.8％  
23,720件 

 Ｃ型肝炎ウイルス検査 48.0％ 17.6％ 30.4％ 

肝炎ウイルス検査の受検割合 

※ 肝炎ウイルス検査を受けたと回答した割合は26.2％であることから、肝炎ウイルス検査を受けた    
  ことは認識しているが、その種類を覚えていない者が8.6％存在する。 
  このため、実際に肝炎ウイルス検査と考えられる割合は17.6％よりも高いと考えられる。 
※ Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査の両方を受けたと回答した者の割合は13.8％である。 
 
※ 本調査で得られた受検割合は、あくまでも肝炎ウイルス検査を受検したと回答した者の割合であり、客観  
   的な受検率については、本調査も踏まえ、今後研究班で検討していく予定としている。   
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 拠点病院で活躍する先生方に、肝炎対策を進める
上で、取り組んで欲しいポイントをお話しします。 
 

Ⅰ 健診機関を取り込む！ 
 
Ⅱ 自治体を動かす！ 
 
Ⅲ 保険者・事業主にアプローチ！ 
 
Ⅳ 知って、肝炎プロジェクトを知る！       



いわゆる職場健診の項目 
（安全衛生法第66条第１項に定める一般健康診断） 

 ①既往歴・業務歴 
 ②自覚症状・他覚症状 
 ③身長、体重、腹囲、視力、聴力 
 ④胸部X線、喀痰検査 
 ⑤血圧 
 ⑥貧血 

 ⑦肝機能（ALT,AST,γ-GPT） 
 ⑧血中脂質(LDL,HDL,TG) 
 ⑨血糖 
 ⑩尿検査 
 ⑪心電図 

肝機能検査 AST(GOT),ALT(GPT) 

肝細胞が傷つくと細胞内のGOT,GPT 
が漏れ出して、血管内に移行する。 

GOT, GPT(特にGPT)は他の臓器にあ
まり含まれていないため，その血液
中の高さは肝障害を反映． 

細胞膜の障害程度を反映する． 

愛媛大学 日浅陽一教授資料改変 

肝炎ｳｲﾙｽ感染確認には、 
肝炎ｳｲﾙｽ検査が必要！！ 

一般的な健診で 
実施する項目では、 
肝炎ｳｲﾙｽの感染は 
わかりません！ 

Ⅰ 健診機関を取り込む 



C型肝炎ウイルス感染の主な発見契機 

契機 症例数（％） 

健康診断 

154（71.0％） 献血 

人間ドック 

他の病気の際 20（9.2％） 

急性肝炎の慢性化 15（6.9％） 

自覚症状あり   28（12.9％） 

計 217（100％） 

日本肝臓学会監修 慢性肝炎診療マニュアル第1版 医学書院： p38, 2001 

佐賀大学 江口有一郞教授作成資料 



①健診機関での肝炎ウイルス検査の充実 
  ・健診機関が提供する健診（人間ドック）における 
                肝炎ウイルス検査のメニュー化 
 

 ・健診機関が健診（人間ドック）実施時に、 
              肝炎ウイルス検査の受診勧奨の実現 
 

②健診機関との診療連携強化 
 ・肝炎ウイルス検査に関する健診結果の理解向上のための工夫 
 

 ・陽性患者の専門医療機関への精密検査への確実な誘導 
 
 
 
   

地域の実情に合わせて、 
助成制度の受け皿となる 
仕組みをまず構築する！ 

健診機関との強化事項 



○特定感染症検査等事業による肝炎ウイルス検査 

 （実施主体：都道府県、保健所設置市、特別区） 

 

 ・平成１４年度～   保健所での検査を開始 

 ・平成１９年度～   委託医療機関での検査を開始 

 ・平成２０年１月～  委託医療機関での検査について、無料化が可能  

            となるように措置 

 ・平成２３年度～   出張型検診を開始 

○老人保健事業・健康増進事業による肝炎ウイルス検診等 

 （実施主体：市町村） 

 

 ・平成１４年度～  老人保健法に基づく保健事業 

 ・平成２０年度～  健康増進法に基づく健康増進事業 

 ・平成２３年度～  個別勧奨メニューの追加 
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Ⅱ 地方自治体を動かす 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

健診機関 
（医療法上の診療所） 

保険者 

都道府県 
保健所 
  設置市 

重症化予防推進事業 

市町村 健康増進事業 

事業主 

保険者が提供する 
健診項目 

健診結果 

健診費用 

健康診断費用＊１ 

健診費用 
＊１ 

 
受診者が 

追加希望する 
健診項目 

ウイルス肝炎検査 
HBV、HCV 

健
康
診
断
受
診
者 職場健診メニュー 

（人間ドックメニュー） 

無 料 

全額負担 

無料or 
一部負担 

無 料 

健診結果 

職場健診の場を活用した肝炎検査 

＊１：保険者経由又は直接のいずれか一方 

安全衛生法に 
規定される 
健診項目 

事業名 実施主体 実施場所 対象者 費用負担 

特定感染症 

検査等事業 
 

都道府県 
政令市 
特別区 

①保健所 希望者 ①原則無料 

②委託医療機関 希望者 ②無料 

健康増進事業 市町村 
保健センター、 
委託医療機関 

希望者 
○４０歳となる者 
○４０歳以上の者であって、  
  過去に受検歴のない希望 

実施主体が個別に
設定 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
実
施
体
制 



佐賀県健康増進課前山係長より提供 

0 2000 4000 6000 8000 10000

H23

H24

H25

HCV抗体検査受検者 

HBs抗原検査受検者 

職域出前検査受検者 

佐賀県健康増進課提供実績を基に作成 



保健師や医師 
がタイムリーに 

トドメの一撃 

肝炎検査受検者が、 
例年1年間約4000件だが、 

H25年度11834件！ 
驚くべき成果です。 
成果検証を進行中！ 

By 佐賀大  

そ
う
し
た
ら 

肝がんワースト１ 
汚名返上ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

 

は
じ
け
ま
し
た
！ 

佐賀県は 
当時13年連続 
（H24で4年連続） 

肝がん粗死亡率 
ダントツ 

第1位 
平成24年 

佐賀県 
39.4 

全 国  24.4 

はなわ起
用、CM,DM, 
ポスター 

協会けんぽ含め 

推計1.8万件 

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ 
の導入による 
肝炎検査の 

ブランド化 



肝炎ウイルス検査の検診機関での実施状況 

自治体での実施状況 

委託契約済の
自治体数 

うち検診実績有
の自治体数 

都道府県 ９／４７ ９／４７ 

政令市 １１／２０ １１／２０ 

中核市等 １２／５１ １１／５１ 

特別区 ６／２３ ５／２３ 

計 
３８／１４１ 
（２７％） 

３６／１４１ 
（２６％） 

自治体における主な取組例 

①岩手県 ４９３人（H２５） 

 （１）検診機関 公益財団法人 岩手県予防医学協会 

 （２）実施方法  当該検診機関に定期の健康診断を申し込んだ事業所等のう 

            ち、肝炎ウイルス検査の実施を希望する事業所の従業員に 

            対し、健康診断実施時に合わせて肝炎ウイルス検査を実施。 

 

②佐賀県 ９，００６人（H２５） 

 （１）検診機関 佐賀県医師会、総合保健協会、多久臨床検査センター、 

            産業医学協会、唐津東松浦医師会 

 （２）実施方法   事業所の健康診断（労安法）にあわせて検診機関から勧奨 

           を実施。 

 

③さいたま市 １５，６７２人（H25） 

 （１）検診機関 （一社）大宮医師会、（一社）浦和医師会、 

            （一社）さいたま市与野医師会、（一社）岩槻医師会 

 （２）実施方法 医療機関での個別検診を実施。 

 

④那覇市 １，９６５人（H25） 

 （１）検診機関 医療機関等９７ヶ所 

 （２）実施方法  特定検診等と肝炎ウイルス検診を同日に行う同時実施と、 

            肝炎ウイルス検診のみを行う単独実施がある。 



広島県肝疾患患者 
フォローアップシステム 

住民検診用アンチョコ 大学病院用アンチョコ 

診
療
者
支
援 

地域医療再生基金 
で整備してた！ 



国 地方自治体 都道府県 市町村 

肝炎対策関連予算（H26年度186億円） 

地方自治体の負担 
が必須！ 

 研究費等の一部の国単独補助事業を除いて、予算の執行には地方自治体の負担に
応じた補助額となってしまう。 

 また、地方自治体は、都道府県、特別区、市町村という分類に加えて、衛生行政では、
特例市として、保健所を設置する市、いわゆる保健所政令市の存在を知る必要がある。
なお、保健所政令市は政令指定都市（２０）、中核市（４３）、保健所設置市（８）があり、一
部の分野で保健所を活用して都道府県と同様な役割を果たすことが求められている。 

予算執行における地方自治体の関与 



政令指定都市、中核市、特例市 

政令指定都市 20市 

特例市(うち保健所政令市8市) 

中核市 43市 

小樽、八王子、町田、藤沢、四日市 
呉、大牟田、佐世保 

札幌、仙台、新潟、千葉、さいたま、川
崎、横浜、相模原、静岡、浜松、名古屋、 
京都、大阪、堺、神戸、岡山、広島、 
北九州、福岡、熊本 

旭川、函館、青森、秋田、盛岡、郡山 
いわき、宇都宮、前橋、高崎、川越、 
横須賀、柏、船橋、長野、富山、金沢、 
豊橋、岡崎、豊田、岐阜、大津、奈良、 
高槻、東大阪、豊中、枚方、和歌山、 
尼崎、西宮、姫路、倉敷、福山、下関、 

高松、松山、高知、久留米、長崎、大分、
宮崎、鹿児島、那覇 



安全衛生法第66条第１項に定める一般健康診断 
①既往歴・業務歴 ②自覚症状・他覚症状 

 ③身長、体重、腹囲、視力、聴力 
④胸部X線、喀痰検査 ⑤血圧 ⑥貧血 

⑦肝機能（ALT,AST,γ-GPT） 
⑧血中脂質(LDL,HDL,TG) ⑨血糖 ⑩尿検査 ⑪心電図 

安全衛生法第66条第2項及び第3項に規定する健康診断 
（有害業務に従事する人に対する健診） 

安全衛生法施行令で定める業務に関連する検査項目等 

保険者等が費用補助対象としている健診 
（人間ドックにメニューとしてセットされている健診項目） 

がん検診 など 

受診者が任意で選ぶ健診 
（オプション検査として受診者が自ら選ぶ健診項目） 

肝炎ウイルス検査 など 

法
定
事
項 

法
定
外
事
項 

受
診
者
に
結
果
送
付 

雇
用
者
・受
診
者 

に
結
果
送
付 

Ⅲ 保険者・事業場にアプローチ 



資産価値 
業 績↑ 
生産性↑ 
株 価↑ 

企業の健康投資ガイドブック ～連携・協働による健康づくりのススメ～ 
      （平成25年10月経済産業省ヘルスケア産業課）より引用 

健康投資 
個 人 

健康リスクの対処 
健保組合 
医療費適正化 

健康経営実践企業 

企 業 
全体最適化 

アブセンティーイズム： 従業員の欠勤を指し、一般には、従業員が頻繁に、または、常習的に欠勤する状況（健康状態が原因 
              の場合も多い）をいい、まれで不定期な欠勤は当てはまらない。 
プレゼンティーイズム： 出勤はしているが、健康上問題があるために職場で最善の生産性をあげられない従業員の状態 

・企業ビジョンに基づいた健康投資により、経営 
 コストの最適化と生産性の向上が図られる。 
・具体的には、従業員の健康管理を、経営の視 
 点で実施し、費用から資産への転換を図る。 
・まず、健康リスクの認知から実現し、自己管理 
 を含めた戦略的な健康管理を実現する。 
・なお、医療費適正化は部分適正化であり、プレ 
 ゼンティーイズム、アブセンティーイズム等を改 
 善することによる全体適正化も必要となる。 
・社会課題の解決に繋がる健康経営により、企 
 業のパブリックリレーションズの確立もされる。 
 

健康格付 
日本政策投資銀行 

健康経営銘柄 
東京証券取引所 







①健康経営の視点を持つ 
     ・単なる費用対効果ではなく、経営上の資産形成の発想が必要！ 
 ・肝炎ウイルス検査は投資が限定的なツール 

②産業医の活用 
 ・産業医にも肝炎の啓発が必要！ 
 ・肝炎ウイルス検査の結果を活用した健康リスク教育 

③保険者と事業者が協働している事業場 
 ・肝炎治療フォローアップが効果的に実施可能！ 
 
 

 
 
 
 
   

社員の健康リスクの回避による 
企業の生産性の最適化が 
最大の経営メリット 

保険者・事業場にアプローチ 



多種多様な媒体を活用しての効果的な情報発信や民間企業との連携を通じた肝
炎対策を展開し、肝炎総合対策を国民運動として推進する。 

「知って、肝炎」ホームページ 
 http://kan-en.org/ 

７月28日 世界肝炎デー（日本肝炎デー） 

  
知って肝炎プロジェクト啓発Youtube 
 https://www.youtube.com/playlist?list=PL30C1305612906ED5  
  

Ⅳ 知って、肝炎プロジェクトを知る 
（肝炎総合対策推進国民運動事業） 



実施概要 

名  称 「知って、肝炎」 キックオフミーティング2014 

実施日時 2014年7月22日（火） 
 ・キックオフミーティング 13：00～14：30 
 ・街頭配布          11：30～15：30 

実施場所 
・任命式＆キックオフミーティング 
 丸ビルホール 
  〒100-6307 東京都千代田区丸の内2-4-1丸ビル7階 
・肝炎検査促進資料街頭配布…丸ビル周辺 

対  象 ・任命式＆キックオフミーティング 
 プレス関係者 30媒体63名 
・肝炎ウイルス検査促進資料街頭配布 
 一般対象 配布数 1,000個 

目  的 肝炎の「早期発見」について、全国一斉訴求。 
すべての国民が少なくとも1回は受検し、 
国内最大級の感染症「肝炎」の根絶へ。 
⇒コミュニケーション目標：肝炎ウイルス検査促進推進 

実施内容 ・「知って、肝炎」キックオフミーティング2014 
 厚生労働大臣挨拶／辞令交付／広報大使任命式／ 
 特別大使・スペシャルサポーター登場・大臣激励・ 
 意気込みコメント／フォトセッション 
・肝炎ウイルス検査促進資料街頭配布 
  3点セット配布(「知って、肝炎」リング、肝炎ウイルス検査啓蒙リーフレット、PRポケットティッシュ) 
     ※徳光和夫広報大使「知って、肝炎」キックオフミーティング2014終了後 
       14:50～15:10の間の約10分間程度サンプリングに参加 
 主  催 厚生労働省 
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記録写真 

【記者配付資料】 

【徳光広報大使 肝炎検査促進パンフレット街頭配布】 

24 



8月7日（木） 
伍代夏子特別大使 
東京都知事表敬訪問 
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実施概要 

名  称 「知って、肝炎」 伍代夏子氏 東京都知事表敬訪問 

実施日時 2014年8月7日（木） 12：40～12：55  

実施場所 東京都庁第一本庁舎7階特別応接室 
  〒163-8001東京都新宿区西新宿2-8-1 
  TEL 03-5321-1111 

対  象  プレス関係者 11媒体18名 

目  的 肝炎の「早期発見」について、東京都民及び全国一斉訴求。 
すべての国民が少なくとも1回は受検し、 
国内最大級の感染症「肝炎」の根絶へ。 
⇒コミュニケーション目標：肝炎ウイルス検査促進推進 

実施内容 肝炎特別大使 伍代夏子氏、東京都知事 舛添 要一氏 表敬訪問 

 
 

主  催 厚生労働省 
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記録写真 

【面会風景】 

新宿駅西口ハルク前 
新宿駅東南口 

【肝炎検査促進パンフレット街頭配布】 
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今後のスペシャルサポーター表敬訪問予定 

【携帯証明書】 
【大使用】 【スペシャルサポーター用】 

来年3月までに4地区を訪問予定で調整中 
①スペシャルサポーター証を見せながら自己紹介など 
②杉特別参与メッセージ代読 
③訪問者メッセージ 
④知事／市長コメント 
⑤記念撮影 
⑥可能であればシュプレヒコール（知って、肝炎プロジェクト頑張るぞ！・・・） 
 
※携帯証明書に収納可能な「知って、肝炎トリビア」も作成！ 
 



10月2日(木) 
日経健康セミナー21スペシャル 

戦略的健康管理が会社を変える 
国内最大級の感染症対策から考える健康管理 
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【タイトル】  「日経健康セミナー２１」 スペシャル 戦略的健康管理が会社を変える 国内最大級の感染症対策から考える健康管理 

                                
【主  催】  厚生労働省      【共  催】日本経済新聞社 

 

【開催日時】 2014年 10月2日（木） 開場 13：00／開演13：30    16:30終了 

 

【開催場所】 日経ホール 〒100-8066 東京都千代田区大手町1-3-7 日経ビル3階 

 

【プログラム】 13:30～13:40 主催者挨拶： 

         13:40～14:40 基調講演： 

                        「企業の成長力を左右する健康経営～戦略的に取り組む社員の健康管理～」 

                                   古井祐司氏 (東京大学政策ビジョン研究センター健康経営研究ユニット特任助教) 

                  14:40～15:00 挨       拶： 

                                          杉良太郎氏 (厚生労働省 肝炎総合対策推進国民運動特別参与挨拶/歌手・俳優） 

                   15:00～15:15 講      演： 

                                「肝炎対策に対する厚労省の取り組み」 

                                           鈴木章記 （厚生労働省健康局疾病対策課 肝炎対策推進室長） 

                    15:15～15:30 休憩 

                    15:30～16:30 パネルディスカッション: 

                                     「いかに肝炎対策に取り組み企業を健全な成長に導くか？」 

                                            ・古井祐司氏 

                                            ・渡辺哲氏  (東海大学医学部基盤診療学系公衆衛生学教授) 

                                 ・浅野健一郎氏 (株式会社フジクラ 人事・総務部健康経営推進室副室長） 

                                            ・荒川正章氏 (埼玉肝臓友の会 幹事) 

                                            ・鈴木章記 

                                             コーディネーター： 

                                            徳光和夫氏  (厚生労働省 肝炎対策広報大使/フリーアナウンサー)   

 

【申込人数】   432名  

 

【参加人数】   306名 

 

日経健康セミナー21スペシャル概要 
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日経健康セミナー21スペシャル告知広告・採録記事体広告 

【日本経済新聞（朝刊・夕刊）告知広告】 

【日経からのお知らせメール】 

【10/31掲載 日本経済新聞（朝刊・全国版）採録記事体広告】 
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日経健康セミナー21スペシャル記録写真 



その他広報活動 
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広報動画 

■スペシャルサポーターによる広報動画を5編制作 
【なくそう！肝炎】杉良太郎・伍代夏子「あなたと、大切な人のために、必ず検査を受けてください」 
【なくそう！肝炎】上原多香子・w-inds.・岩本輝雄・島谷ひとみ・コロッケ「必ず検査を受けてください」 
【なくそう！肝炎】平松政次・田辺靖雄・小橋建太・清水宏保・仁志敏久「必ず検査を受けてください」 
【検査は必ず報われる】高橋みなみ（AKB48）「高橋みなみからのお願いです」 
【なくそう！肝炎】HIRO・NAOKI（EXILE）「大切な人に声をかけて、想いを行動に」 

※10月28日～12月19日までYOUTUBE広告枠でも放映 
 

■厚生労働省 YOUTUBEオフィシャルサイト 

https://www.youtube.com/playlist?list=PL30C1305612906ED5 

パートナー企業様のホームページでのリンクご協力を！ 





 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
       訪問報告 ： http://kan-en.org/report/187/ 

スペシャルサポーター 
や大使が地方自治体
をいくつか訪問します！ 
あなたの街もひょっとして・・・・ 
By 知って肝炎プロジェクト 

私はC型肝炎克服

しました。都民が、
皆、一度は肝炎検
査を受けるために、
知事の力を貸して 
ください！ 

2014年8月7日都庁にて 

伍代大使が舛添知事を訪問 

自治体支援 
 ・取組紹介 
 ・キックオフ 

普及啓発 
意識向上 
・受検率向上 
・差別偏見淘汰 

検
査
を
受
け
な
い
！ 

結
果
が
陽
性
で
も 

 
 

受
診
し
な
い
！ 

肝炎で死なない社会 


